































イエス伝承 —— イエスの言葉とイエスに関する物語 —— がいかにして福音書記者の
手元に届いたか、です。過去 1 世紀以上にわたって研究者らはある特定のモデルを採







































































































































































































































ぬ様子を現場で見ています。この 3 人の内の 2 人、つまりマグダラのマリアともう 1
人のマリアは、イエスの埋葬を目撃したので、どこにイエスが葬られたかを知って
います。そしてまたこれら 3 人の名前が記されている女性たちが登場し、墓に行って、
墓が空であることを確認します。さらにマルコ福音書はこの女性たちについて、繰り
返し「見た」と記します。マルコ福音書は他所で、「見る」という動詞をこれほど繰
り返すことをしません。女性たちは、見ること以外ほとんど何もしません。マルコ福
音書は、主要な目撃者であるペトロが現場にいなかった出来事について、この女性た
ちが目撃者であることを明示しているのです。
　したがって、マルコ福音書における女性たちの役割は、重要な出来事の目撃者証言
を（おそらくペトロをとおして）提供していると言うことのみならず、マルコ福音書
におけるそれ以外の出来事のほとんどに関してペトロが主要な目撃者だったことを
支持しています。したがって私はかなりの自信をもって、マルコ福音書自体がこの
福音書に関するパピアスの説明を支持していると考えます。じつにマルコ福音書は、
執筆パターンの特徴から、その大部分においてペトロの目撃者証言に依拠しており、
残りの部分において 3 人の女性を含めた他の目撃者の証言によって補完されているこ
とを示しています。
　ここで述べたことの詳細、パピアスの議論、原始教会における口述伝承、ヨハネ福
音書の目撃者等々に関しては、『イエスとその目撃者たち』に書きましたから、それ
をここであらためて述べることはしないでおきます。最後に、この本で議論されてい
ないいくつかの点を紹介したいと思います。
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［５］歴史的・神学的カテゴリーとしての目撃証言
　最後に「証言」という概念について考えましょう。私は今回、四福音書が目撃者の
証言証拠に寄って立つところが大きいと述べてきました。それでは、彼らの証言には
どのような権威があるでしょう。「証言」とはどのような種類の証拠でしょう。
　第 1 に、四福音書は、私情の入らない傍観者が語った内容に依拠しているのでなく、
むしろ記憶され継承される出来事に自ら参加した者が語った内容を基にしています。
これに対して現代人が、〈それでは主観的過ぎないか、無関係の傍観者による証言に
耳を傾ける方が良いのではないか？」と応答することが予想されます。しかし古代の
歴史家らはそのように考えませんでした。彼らがとりわけ価値を認めるのは、事件を
直接目撃した参加者の証言です。ある意味で内部の人間として出来事を語りうる人で
す。さらに今日でも、口述歴史家（口述記録者）はこのような証言を求めます。彼
らは、事件に関わった人にとってその出来事がどのようであったかを知りたいので
す。いずれにしても、距離を置いた傍観者の記憶は限定的です。内部の人間の証言な
しには知りえない歴史の詳細が多くあるのが実情です。
　関係者は、その出来事によって何らかの影響を受けます。四福音書が語る出来事の
場合、それを報告した人たちはその出来事によって人生が変えられました。彼らは体
験した出来事を語らずにはいられませんでした。彼らにとって自分が遭遇した出来事
は非常に意義深く、その意義を他の人にも伝えたいと考えました。私の本では、ある
意味での類例としてホロコーストの生存者の方々を挙げました。この出来事の凄惨さ
を知るにあたって、関係者（この場合は被害者）の証言は不可欠です。出来事の質は
まったく異なりますが、福音書における証言の場合も同様です。
　この種の証言において、事実と解釈とが融合していることは避けられません。解釈
とは、目撃者が施した表面的な後付けではありません。出来事は目撃者が記憶にとど
める際すでに解釈されています。また非常に意義深い出来事について、私たちは長年
にわたって思いを巡らしつつ語り続けるのですが、そのプロセスで新たな次元の意義
が見出されることがよくあります。
　もちろん四福音書は、記憶された事実と解釈が伴う記憶の複合です。しかし、いく
ばくかでも人々の関心を惹く歴史は、すべて事実と解釈との融合です。たんなる事実
では片手落ちです。四福音書の出来事は、もし目撃者らが信頼に足るなら、歴史を生
み出す出来事でした。これらの出来事において、神自身が驚くべき仕方で明らかにさ
れました。私たちがキリスト者信仰にとっての真のイエスに達するためには、これら
の出来事に参加した目撃者の証言こそが必要となります。
　最後になりますが、証言とは歴史的カテゴリーであると同時に神学的カテゴリーで
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もあります。四福音書を証言として読むとき、私たちはこれらを証言という種類の歴
史文学として真摯に捉えます。そして証言という形式においてのみ知りうる事柄の
独自性を認めます。四福音書はこのような意味での歴史です。同時に私たちは、四
福音書を信仰によって読み神学形成のために読むとき、証言こそが適切なカテゴリー
だと認めます。これらの目撃者は、出来事の内側から私たちに語りますが、それは
出来事の内に神の顕現を見出した者による証言です。目撃者証言は、歴史のイエス
と信仰のキリストというような使い古された二分法的な視点でなく、証言によるイ
エスを提供するのです。
